
特集2

災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
、今
で
き
る
こ
と

緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
事
項<

抜
粋>

１	

的
確
な
情
報
伝
達
手
段
の
確
保

・	

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

増
設

・	

防
災
・
安
全
メ
ー
ル
や
む
さ
し
の
Ｆ
Ｍ
サ

イ
マ
ル
放
送
の
市
民
周
知

２	

初
動
態
勢
の
強
化

・	

非
常
配
備
態
勢
に
帰
宅
困
難
者
対
策

班
を
新
設

・	

初
動
要
員
増
員
配
置
に
よ
る
緊
急
初

動
態
勢
の
充
実

・	

災
害
対
策
本
部
設
置
、初
動
要
員
の
出

動
、休
日
夜
間
等
の
全
職
員
参
集
な
ど

の
基
準
震
度
を
５
弱
に
見
直
し

３	

災
害
対
策
本
部
機
能
の
充
実

・	

災
害
協
力
協
定
締
結
団
体
と
の
連
絡

会
議
の
設
立
、連
携
強
化

４	

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整
備

・	

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
改
修
促
進
の
た
め
改

善
補
助
金
制
度
の
周
知
啓
発
活
動
を

強
化

・	
耐
震
診
断
・
改
修
に
対
し
て
の
補
助
金

制
度
の
充
実

５	

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
災
害
対
策

・	

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
太
陽
光
を
活
用
し

た
発
電
設
備
の
整
備
の
検
討
、ガ
ス・
電

気
対
策
と
し
て
市
民
へ
の
備
蓄
の
啓
発

・	

水
道
管
の
耐
震
管
路
へ
の
更
新
、水
源

に
自
家
発
電
装
置
の
設
置

6	

帰
宅
困
難
者
対
策
の
充
実

・	

民
間
事
業
者
、学
校
等
へ「
一
斉
帰
宅
行

動
の
抑
制
」「
従
業
員
等
の
備
蓄
品
は
、

事
業
所
内
で
備
蓄
」等
を
協
力
依
頼
、

吉
祥
寺
駅
周
辺
に
災
害
用
備
蓄
倉
庫

を
整
備

7	

災
害
時
要
援
護
者
対
策
事
業
の　

見
直
し・拡
充

・	

救
護
・
避
難
が
必
要
な
場
合
の
対
応
等

「
振
り
分
け
基
準
」の
検
討
及
び
既
存

の
支
援
者
マ
ニュ
ア
ル
を
改
訂
・
充
実

8	

福
祉
避
難
所
機
能
の
充
実

・	

福
祉
避
難
所
運
営
マ
ニュ
ア
ル
の
作
成

9	

災
害
時
医
療
救
護
体
制
の
充
実

・	

医
療
救
護
本
部（
仮
称
）の
設
置
、役
割

の
検
討

10	

地
域
防
災
力
の
向
上
に
よ
る　
　

避
難
対
策
の
充
実

・	

居
住
地
域
に
よ
る
避
難
所
指
定
の
実

施
、各
学
校
に
お
け
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成

・	

住
民
に
よ
る
避
難
所
運
営
組
織
の
設

立
を
支
援

防
災
対
応
指
針

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
以
来
、武
蔵
野
市
で

は
市
民
の
安
全
の
確
保
と
緊
急
性
の
高
い
対
策
の
実

施
、あ
わ
せ
て
被
災
地
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の
対
策
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
教
訓

を
踏
ま
え
、現
在
、市
の
災
害
対
策
の
基
本
計
画
と

な
る
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、

他
の
自
治
体・関
係
団
体
と
の
連
携
、複
層
的
な
情
報

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
発
信
、想
定
さ
れ
る
帰
宅
困

難
者
への
対
応
な
ど
、引
き
続
き
そ
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、福
島
第一原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
への
対
応
は
、市
民
の
安

全
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、対
応
基
準
を
設

け
、継
続
的
な
測
定・検
査
と
正
確
な
情
報
提
供
を

行
って
い
ま
す
。

　

被
災
地
への
支
援
は
、発
生
直
後
か
ら
人
的・物
的

支
援
を
行
い
、武
蔵
野
市
民
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

関
係
団
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、長
期
を
見
据
え
て

継
続
的
に
行
って
い
ま
す
。被
災
地
支
援
は
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
支
援
へ
と
広
がって
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
の
地
域
防
災
力
を
一層
高
め
、近
い
将

来
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
首
都
直
下
地
震
な
ど
あ
ら

ゆ
る
災
害
への
備
え
を
強
化
し
、自
助・共
助・公
助
に

よ
る
防
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
と
い
う
我
が
国
観
測
史

上
最
大
規
模
の
地
震
と
と
も
に
大
津
波
を
引
き
起
こ
し
、東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
て
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。震
源
か
ら
離
れ
た
武
蔵
野
市
で
は
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

情
報
伝
達
方
法
や
帰
宅
困
難
者
対
策
な
ど
、さ
ら
な
る
災
害
対
策
の
課
題
も
生
じ
ま
し
た
。東
日
本

大
震
災
か
ら
１
年
。災
害
対
策
を
強
化
す
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨年10月29日に都立小金井公園で行われた、東京都・小平市・西東京市・武蔵野市・小金井市の合同による総合防災訓練
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特集2 災害に強いまちを目指し、今できること

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
り
、

武
蔵
野
市
全
体
の
地
域
防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

自
助・共
助・公
助
の
強
化

地域防災力
の向上

　
●
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、市
の
防

災
対
策
の
基
本
と
な
る
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。実

効
性
の
あ
る
防
災
計
画
と
す
る
た
め
、

地
域
防
災
計
画
策
定
庁
内
推
進
会

議
を
設
置
し
、「
本
部
機
能・情
報
伝

達
」「
医
療・福
祉
」「
防
災
都
市
基
盤

整
備
」「
避
難
所
運
営・地
域
防
災
力

向
上
」「
放
射
能
対
策
」の
5
つの
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
り
、市
の
震
災
対

応
を
検
証
。こ
れ
に
防
災
関
係
機
関

な
ど
が
参
画
す
る
各
種
検
討
会
議
の

協
議
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、市
独
自

の
課
題
と
方
向
性
を
整
理
し
た「
防

災
対
応
指
針
」（
下
段
参
照
）を
策
定

し
ま
し
た
。ま
た
、防
災
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
を
実
施
し
、市
民
の
防

災
に
対
す
る
意
識・要
望
の
把
握・分

析
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、広
く
市
民
や
防
災
関
係
者
の
意

見
を
聴
い
て
、地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
い「
自
助・共
助・公
助
」の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
防
災
訓
練
の
実
施

　

昨
年
８
月
21
日
に

行
っ
た
総
合
防
災
訓
練

で
は
、被
災
者
の
け
が

の
緊
急
度
と
重
傷
度
を

判
定
し
て
、治
療
の
優

先
順
位
を
決
め
る
医
療

ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
病

院
と
の
連
携
で
実
施
し

ま
し
た
。ま
た
、災
害
時

要
援
護
者
対
策
と
し
て
、

高
齢
者
施
設「
ゆ
と
り
え
」で
も
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催　

今
年
３
月
10
日
に
は

「
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
に
学
ぶ
今
後
の
防
災

対
策
〜
東
日
本
大
震
災

か
ら
１
年　

防
災
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
〜
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。内
閣
府
中

央
防
災
会
議
専
門
調
査

会
委
員
で
あ
る
吉
井
博

明
氏
に
よ
る
講
演
と
市
内
で
活
動
す
る
団
体
の
代
表
の

方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カッ
ション
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画
見
直
し
の
中
で
検
討
す
べ
き
事
項<

抜
粋>

１	

的
確
な
情
報
伝
達
手
段
の
確
保

・	

情
報
伝
達
手
段
の
多
角
複
合
的
な
活
用
、

ア
ナ
ロ
グ
的
な
情
報
提
供
手
段
の
検
討

２	

初
動
態
勢
の
強
化

・	

「
災
害
応
急
対
策
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の
改
訂

３	

災
害
対
策
本
部
機
能
の
充
実

・	

「
被
災
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
」導
入
の
検
討

・	

災
害
時
特
設
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
検
討

４	

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整
備

・	

災
害
時
に
民
間
団
体
と
協
働
で
応
急

対
応
す
る
た
め
の
講
習
・
実
習
の
実
施

・	

高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
家
具
転
倒

防
止
器
具
助
成
事
業
等
制
度
の
拡
充

５	

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
災
害
対
策

・	

燃
料
優
先
確
保
の
協
定
の
充
実

・	

集
合
住
宅
に
対
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ

込
め
防
止
装
置
の
設
置
や
自
主
防
災

組
織
設
立
等
の
促
進

・	

高
層
住
宅
へ
防
災
倉
庫
の
設
置
の
促
進
、

高
層
住
宅
用
災
害
対
策
マ
ニュ
ア
ル
の
作
成

６	

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射

性
物
質
に
関
す
る
対
策
の
推
進

・	

抜
本
的
な
強
化
を
国
に
働
き
か
け
、市
民

の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
の
対
策
の
充
実

・	

休
日
・
夜
間
等
の
対
応
に
備
え
、東
京

都
、警
察
、消
防
等
の
関
係
機
関
、庁
内

の
連
絡
体
制
の
強
化

・	

放
射
線
量
測
定
や
放
射
性
物
質
検
査

の
体
制
強
化

7	

帰
宅
困
難
者
対
策
の
充
実

・	

民
間
事
業
者
に
対
し
一
時
滞
在
施
設
の

事
前
指
定
・
協
力
依
頼

8	

災
害
時
要
援
護
者
対
策
事
業
の
見

直
し・拡
充

・	

関
係
機
関
・
関
係
部
署
の
役
割
の
明
確
化

・	

援
護
が
必
要
な
在
宅
高
齢
者
・
障
害
者

へ
の
支
援
の
検
討

9	

福
祉
避
難
所
機
能
の
充
実

・	

要
援
護
者
用
食
料
の
備
蓄
の
分
散
化
、

発
電
機
や
送
迎
車
用
の
燃
料
の
確
保

等
の
検
討

・	

介
護
用
品
取
扱
業
者
な
ど
と
の
協
定

の
締
結

10	

災
害
時
医
療
救
護
体
制
の
充
実

・	

医
療
救
護
所
の
設
置
基
準
・
初
動
期
の
体

制
な
ど
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

11	

地
域
防
災
力
の
向
上
に
よ
る
避
難

者
対
策
の
充
実

・	

自
宅
で
生
活
を
継
続
す
る
仕
組
み
づ
く

り
、情
報
・
食
料
・
水
な
ど
の
避
難
所
外

提
供
、「
地
区
内
残
留
重
点
エ
リ
ア（
仮

称
）」の
指
定
の
検
討

・	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
補
完
的
避
難

所
と
し
て
位
置
づ
け
る
検
討
と
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成

12	

避
難
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
支
援

・	

避
難
所
内
に
お
も
い
や
り
ル
ー
ム（
福
祉

避
難
室
）の
設
置

・	

男
女
共
同
参
画
の
視
点
な
ど
を
踏
ま
え

た
避
難
所
運
営
の
手
引
き
の
充
実
・
改
訂

・	

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
対
策
の
検
討
、「
動

物
救
護
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」の
設
置
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武蔵野市
最近の主な取り組み

東
日
本
大
震
災
発
生

平成
24年

3月11日

連 連携の強化

市 市の取り組み 協 市民社会福祉協議会

情 情報発信の強化 体 体制の強化

平成23年７月１日
むさしの防災・安全メールの配信を開始
７月６日
武蔵野市交流市町村協議会

「安曇野市サミット宣言」を採択
７月25日
吉祥寺駅周辺混乱防止対策協議会
第1回幹事会を開催

連

連

情

平成24年度予定
防災行政無線の屋外スピーカーを増設情

平成24年１月14日
防災ボランティア訓練を実施
１月30日
練馬区と「災害時における相互応援に関する協定」
を締結
２月

「武蔵野市防災対応指針」を策定
2月13日
NTT情報流通基盤総合研究所と「災害時におけ
る協力に関する協定」を締結
３月10日

「東日本大震災から１年 震災シンポジウム」を開催
３月11日
職員参集可否・安否確認訓練を実施
３月12日
吉祥寺駅周辺混乱防止対策協議会全体会を開催

連

連

連

体

体

体

体

11月〜
計画策定庁内推進会議を設置し、「武蔵野市地
域防災計画の見直し」を開始
11月４日
東京都獣医師会武蔵野三鷹支部と「災害時にお
ける動物救護活動に関する協定」を締結
11月30日
福祉避難所連絡会全体会を開催

連

連

体

6月
市長会を通じて市職員を被災地へ派遣（2回実施）

６月24日〜26日
夏物・物資支援の募集・搬送（岩手県遠野市、大船渡市）協

市

12月19日
武蔵野市民会館図書室所蔵の書籍
約1万7千冊、書架25台を寄贈（遠野市）

市

4月
市長会を通じて市職員を被災地へ派遣市

10月28日
軽トラック3台を寄贈（遠野市）市

11月2日〜14日
東京都選挙管理委員会を通じて
市職員を被災地へ派遣

11月26日〜27
冬物・物資支援の募集・搬送（大船渡市ほ
か）／支援タオル販売

被災地の復興支援（6月以降）

災害対策の強化（7月以降）

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

7月
市長会、東京都福祉保健局を通じて市職員を被
災地へ派遣（4回実施）

７月15日
自転車20台を寄贈（福島県相馬市）

７月19日〜29日
災害支援ボランティア第２次派遣（大船渡市）

市

10月１日
むさしの-FMでサイマル放送を開始
10月7日〜14日
家具転倒防止器具等支給事業の申請を受け付
け。3720世帯に配布
10月29日
都・四市合同総合防災訓練を実施

情

体

体

12月2日〜6日
防災に関する市民意識調査を実施

（20歳以上無作為抽出2000人対象）
12月20日
杉並区との「災害時相互協力に関する協定」を締結連

協

協

協

市

市

市

８月5日
自主防災組織情報交換会を開催
８月15日
防災情報マップを改訂し、全戸配布
８月21日
武蔵野市総合防災訓練を実施

情

体

連

体

福島県浪江町二本松臨時事務所
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特集2 災害に強いまちを目指し、今できること

市
は
震
災
当
初
か
ら
友
好
都
市
で
あ
る
岩
手
県
遠
野
市
を
通
じ
、被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
、支
援
の
大
き
な
力
と
な
る
関
係
機
関
と
の
相
互
協
力
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
、落
ち
着
い
た
行
動
を
取
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
は
、正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
で
す
。

市
で
は
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
、複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
・
関
係
機
関
と
の

つ
な
が
り
を
広
げ
る

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィア
を

活
用
す
る

連携の
強化

情報発信
の強化

●
友
好
都
市
間
の
相
互
協
力

　

国
や
県
の
支

援
と
は
別
に
、

現
地
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
素
早

い
支
援
を
実
現

す
る
た
め
、武

蔵
野
市
を
含
む

友
好
都
市
10
市

町
村
が
昨
年
７

月
６
日
に
災
害
時
の
支
援
に
つい
て
、相
互
に

助
け
合
い
、支
え
あ
う
こ
と
を
確
認
す
る「
安

曇
野
サ
ミッ
ト
宣
言
」を
採
択
し
ま
し
た
。

●「
む
さ
し
の
防
災・安
全
メ
ー
ル
」

　

昨
年
７
月
か
ら「
む
さ
し
の
防
災・安
全

メ
ー
ル
」の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。登
録
す

る
と
、携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
市
か
ら
の
緊

急
情
報
メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
ま
す
。内
容
は
、

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害・防
災
情
報
、事
件

や
不
審
者
な
ど
の
安
全
情
報
で
す
。登
録
は

市
の
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
。

問 

広
報
課 

☎
０
４
２
２︲６
０︲１
８
０
４

●
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布

　

誰
で
も
で
き
る
防
災
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
、「
防
災
ハン
ド
ブ
ッ

ク
」を
今
年
4
月
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。ご
家

庭・地
域
の
防
災
対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

●
市
内
事
業
者
と
の
連
携

　

N
T
T
情
報

流
通
基
盤
総
合

研
究
所（
緑
町

３
︲
９
︲
11
）と

今
年
２
月
13
日

「
災
害
時
に
お

け
る
協
力
に
関

す
る
協
定
」を

締
結
。災
害
が
発
生
し
た
場
合
、市
が
行
う
被

災
者
の
救
援
な
ど
の
応
急
対
策
や
被
災
地
への

支
援
に
つい
て
、同
研
究
所
の
協
力
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
隣
接
自
治
体
と
の
相
互
協
力

　

災
害
時
に
は
隣
接
す
る
自
治
体
と
の
連
携

も
重
要
で
昨
年
12
月
20
日
に
は
杉
並
区
と
、

今
年
1
月
30
日
に
は
練
馬
区
と
災
害
時
の
相

互
応
援・協
力
協
定
を
結
び
、両
区
と
の
協
定

に
よ
り
、隣
接
す
る
す
べ
て
の
自
治
体
と
災
害

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

●
帰
宅
困
難
者
対
策
の
連
携

　

災
害
時
に
吉
祥
寺
駅
周
辺
で
想
定
さ
れ
る

帰
宅
困
難
者
への
対
応
に
つい
て
、Ｊ
Ｒ
吉
祥

寺
駅
、京
王
電
鉄
、駅
周
辺
の
企
業・事
業
者

な
ど
で
構
成
す
る
吉
祥
寺
駅
周
辺
混
乱
防

止
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、「
吉
祥
寺
駅
周

辺
混
乱
防
止
ル
ー

ル
」を
策
定
し
、

3
月
12
日
に
事

業
者
向
け
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。

●
被
災
動
物
へ
の
救
護
活
動

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、動
物
救
援
本
部

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、被
災
し
た
動
物
の
救

護
や
応
急
処
置
に
あ
た
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た

「
災
害
時
に
お
け
る
動
物
救
護
活
動
に
関
す

る
協
定
書
」を
、昨
年
11
月
４
日
に
東
京
都
獣

医
師
会
武
蔵
野
三
鷹
支
部
と
締
結
し
ま
し
た
。

●
む
さ
し
の
︲Ｆ
Ｍ
サ
イ
マ
ル
放
送
の

　

開
始

　

昨
年
10
月
か
ら
、む
さ
し
の︲Ｆ
Ｍ
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
も
配
信
さ
れ
、パ
ソ
コン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
聴
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。Ｆ
Ｍ
電
波
が
入
り
づ
ら
い
場
所
や
市
外

で
も
放
送
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。む
さ

し
の︲Ｆ
Ｍ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
総
合
案
内

サ
イ
ト「
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ
」（
h
t
t
p
：//

w
w
w・s
i
m
u
l
r
a
d
i
o・j
p
/
）へ
接

続
し
て
く
だ
さ
い
。

武蔵野市交流市町村協議会（安曇野市）NTT情報流通基盤総合研究所との協定

●
防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂

　
「
防
災
情
報

マ
ッ
プ
」を
改
訂

し
、昨
年
８
月
に

全
戸
配
布
し
ま

し
た
。「
大
地
震

発
生
時
の
対
応
」

と
し
て
、ど
こ
へ

避
難
す
れ
ば
よ

い
か
の
チ
ャ
ー
ト
図
を
盛
り
込
み
、緊
急
待
避

ス
ペ
ー
ス
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

も
分
か
り
や
す
く
し
て
い
ま
す
。市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問 

防
災
課 

☎
０
４
２
２︲６
０︲１
８
２
１

防災情報マップ

吉祥寺ルール説明会

まずは、メール配信の登録を

市のホームページ「いざという時に」から
「むさしの防災・安全メール」をクリックし
て、登録ページへと進んでくさい。

QRコード
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震
災
以
降
、市
民
の
不
安
が
高
ま
る
放
射
能
対
策
。市
で
は
き
め
細
か
な
放
射
線
量
の
測
定
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、必
要
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

継
続
的
な
測
定
と

正
確
な
情
報
提
供

放射能
対策

　

東
京
電
力
福
島

第一原
子
力
発
電
所

の
事
故
を
受
け
、放

射
性
物
質
への
対
応

を
行
う
た
め
、市
で

は
昨
年
３
月
17
日

よ
り
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
直
後
か
ら
順

次
、水
道
水
、土
壌

の
放
射
性
物
質
の
検
査
お
よ
び
空
間
の
放
射

線
量
の
測
定
を
行
う
と
と
も
に
、市
立
小・中

学
校
お
よ
び
認
可
保
育
所
の
給
食
食
材
の
放

射
性
物
質
検
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

市
独
自
の
基
準
と
し
て
、地
上
か
ら
5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
測
定
で
、毎
時
0・２
３
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベル
ト
を
上
回
る
場
所
に
つい
て
は
、除

染
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
昨
年
11
月
に
決
定
。

今
年
１
月
に
か
け
て
市
内
78
の
施
設
内
で
空

間
線
量
の
測
定
を
行
っ
た
結
果
、13
施
設
で

こ
の
数
値
を
上
回
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、

す
で
に
除
染
作
業
を
終
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
民
への
簡
易
型
放
射
線
量
測
定
器
の
貸
し

出
し
も
行
って
い
ま
す
。

問 

環
境
政
策
課 

原
発
事
故
情
報
窓
口

☎
０
４
２
２︲６
０︲１
２
４
５

市の基本的な対応方針
・空間放射線量が毎時1マイクロシーベルト以上の場合
文部科学省および東京都環境局に報告し、除染を行う（国は
市と連携して除染の支援を行う）。

・空間放射線量が毎時0.23マイクロシーベルト以上1マイクロ
シーベルト未満の場合
可能な範囲で簡単な除染を行う。
毎時1マイクロシーベルト未満であっても、多数の人が利用
するなど影響が大きいと懸念される場合は、文部科学省およ
び東京都環境局に情報提供する。

空間放射線量測定の様子

昨年６月から市内4カ所の空間放射
線量および3カ所の土壌中の放射性
物質を月に1回、定点で継続測定して
います。７月22日から月１回クリーン
センター施設の測定。８月に市内70
施設の測定。11月から１月にかけて
市内78施設内で詳細測定を実施。

昨年８月３日に「食の
安全と放射能」、８月
６日に「放射能と向き
合っていくために」、今
年1月28日に「食品によ
る内部被ばくを防ぐた
めに」と題した講演会
を開催。講演会などを
通じて情報提供に努め
ています。

啓発活動

11月16日より簡易型の線量
計３台の貸し出しを開始。返
却時に数値が高いという報
告があれば、市
で再検査を実
施。3月15日ま
でに200人以上
の市民が利用
しています。

線量計の貸出
水道水検査

給食（食材）検査

空間線量測定

昨年３月22日から第1およ
び第2浄水場で放射性物質
の測定を週に3回実施。今年
1月からは浄水を週1回、原
水を月1回実施。
　また、昨
年 6月から
9月まで、市
内3カ所の
プールで、月に2回プール水
の放射性物質測定を実施。昨年６月７日から市内の小・中学校

で検査を開始し、現在月に２回、10
品目を検査。１食まるごとの測定も
実施。７月8日から認可保育所で測
定を開始し、現在週に１回、５品目
程度を検査。結果を踏まえ、より安全
性の高い食材使用を行っています。

内部被ばくについての講演会
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特集2 災害に強いまちを目指し、今できること

復
興
の
過
程
で
は
、そ
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。市
で
は
、武
蔵
野
市
民
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
力
し
な
が
ら
、被
災
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、復
興
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
支
援
を

被災地
支援

　

市
で
は
震
災
発
生
直

後
か
ら
、友
好
都
市
で

あ
る
岩
手
県
遠
野
市
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
現

地
で
必
要
と
さ
れ
る
も

の
を
把
握
し
、震
災
直

後
の
３
月
23
日
か
ら
職

員
支
援
隊
の
派
遣
を
始

め
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
市
民
社
会
福

祉
協
議
会（
略
称
：
市

民
社
協
）で
は
、４
月
か
ら
市
民
に
よ
る
被
災

地
支
援
の
窓
口
を
開
設
し
、市
と
連
携・協
力

し
、義
援
金
の
受
け
付
け
、緊
急
支
援
物
資
の

募
集
と
輸
送
、事
務
員
の
派
遣
や
車
両
の
提

供
な
ど
を
行
って
き
ま
し
た
。

　

ま
た
市
で
は
、被
災
地
か
ら
武
蔵
野
市
へ

避
難
さ
れ
た
方
に
対
し
、昨
年
４
月
に
支
援

窓
口
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、支
援
情
報
を

提
供
す
る
た
め
の「
避
難
者
サ
ポ
ー
ト
ニュ
ー

ス
」を
定
期
的
に
配
布
し
て
い
ま
す
。市
民
社

協
で
も
、避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
実
情
を
調

べ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
緊
急
の
資
金
貸
付
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
る
家
具
の
無

償
貸
与
な
ど
の
支
援
を
行
って
き
ま
し
た
。

　「武蔵野まごころ連」は市民社協のボランティア派遣で活動した人が中心となり結成した復興ボランティア
団体です。市民社協ボランティア終了後、復興まで長期にわたり継続して求められる現地ニーズを満たすた
め昨年 9月に結成され、毎月活動を行ってきました。
　現在でも被災地では体力仕事などハード面の活動が依然として必要であり、心のケアなどのソフト面のニー
ズもあります。毎月の活動のほかに、今年 3月には岩手県大船渡市のホテルに宿泊し、体験者のお話を聞
くツアーも開催します。
　皆で知恵を絞って現地のことを思うとともに、活動自体も楽しくなるよう考えています。現地へボランティア
に行きたい！という方は、月に1回、定例会兼交流会を開いているので、まずは「一歩」、参加してみては
いかがでしょうか。

被災地との「つながり」を大切にしたい
〜続けよう・伝えたい・忘れまい〜を合言葉に

　震災が起き、どう行動していいのか分からず、もどかしさを感じていたときに、市民
社協のボランティアを知り、「一歩」を踏み出し参加しました。現地の人々との「つ
ながり」を持つことが一番のうれしさです。そして、この経験はほかの場所での災害
の備えにも役立つと思います。学生でも社会人の方でも、できることから始めてみま
せんか。

久
く ぼ た

保田厚
あつ

史
し

さん　武蔵野まごころ連代表

活動ブログ　http://ameblo.jp/musa-mago

 武蔵野まごころ連〜市民活動から生まれた草の根ボランティア

　

人
的
支
援
も
四
次
に
わ
た
る
支
援
隊
の
派

遣
以
降
、市
長
会
や
東
京
都
を
通
じ
市
職
員

派
遣
を
継
続
し
て
い
ま
す
。市
民
社
協
も
昨

年
５
月
末
か
ら
７
月
末
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣
を
行
い
、10
代
か
ら
70
代
の
市
民
が

合
計
94
名
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
参
加
者
が

中
心
と
な
り
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
団

体「
武
蔵
野
ま
ご
こ
ろ
連
」が
結
成
さ
れ
、現

在
も
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

物
的
支
援
で
は
、発
生
直
後
か
ら
友
好
都

市
と
も
協
力
し
、支
援
物
質
を
届
け
た
ほ
か
、

10
月
に
が
れ
き
や
汚
泥
の
除
去
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
、軽
ト
ラ
ッ
ク
3
台
を
遠
野
市
を

通
じ
て
寄
贈
。ま
た
12
月
に
は
、「
三
陸
文
化

復
興
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に
協
力
し
、武
蔵
野
市

民
会
館
図
書
室
所
蔵
の
書
籍
約
1
万
7
千

冊
、書
架
25
台
を
や
は
り
遠
野
市
を
通
じ
て

被
災
地
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

書籍および書架の寄贈（遠野市）

市の保健師による家庭訪問（石巻市）
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